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論  文  名 考古学から見た日本古代国家形成過程の東北地方 
 本論文は、日本列島における古代国家形成期にあたる古墳時代から飛鳥時代にかけて、東北地方
の諸様相を考古学的資料から検討し、中央政権との関係や地域の特質について考究したものである。
論文全体は、序章、終章を含む１１章から構成される。 
 序章では、東北地方の弥生時代、古墳時代、律令国家確立期を通観し、稲作農耕の波及、続縄文
文化の南下、古墳文化の境界、城柵と蝦夷などの研究を、形成期古代国家の周縁部という観点で位
置づけ、課題を設定する。第１章では、古墳の分布と変遷を集成し、南東北各地での前期古墳の普
遍的存在と大型化、中期前半の造営断絶、中期後半以降の古式群集墳の盛行、後期後半での地域差
の顕著化などを指摘し、大型の首長墓系譜の非継続性は、他地域との政治的動向の反映であること
を論じる。第２章では、仙台平野の古墳を網羅的に検討し、詳細な編年を構築して変遷の画期を捉
え、その動向は東北全体と整合することを実証する。第３章では、阿武隈川下流域の前方後円墳の
在り方を、測量調査成果を基盤に検討し、首長権力が地域内で安定的に継続せず、より上位の政治
的関係が古墳造営に影響していると論じる。第４章では、東北地方における埴輪生産の展開をめぐ
り、仙台平野の富沢埴輪窯跡系列、五反田古墳系列の二つの円筒埴輪生産集団の実態を追究する。
周辺地域の成果をも博捜し、孤立存在型、隣接移動型、定着生産型の工人生産類型を提示する。第
５章では、仙台市裏町古墳など埴輪樹立古墳について、墳丘形態、外部施設、築造法を総合的に検
討し、規模のランクと築造技術との相関を認め、被葬者間の階層差の反映であると推論する。第６
章では、仙台平野、会津盆地、伊具盆地の小規模墳の消長を克明に考察し、それらの被葬者は日常
的な農業生産単位を担う下位首長層であり、中位以上の首長層は地域間のネットワークによる政治
的結合を基盤に形成されたとする。第７章では、東北北部の「末期古墳」について、以南の倭の古
墳とは階層性の有無に相違があり、その消長が連動しないという地域独自の性格を明らかにしてい
る。第８章では、古墳の出現期から城柵官衙の営造期まで、東北の南北地域差について、丹念な考
古学的資料の比較により通時的に捉え、境界領域としての複雑な状況を解明する。第９章では、倭
人と蝦夷の境界は、考古学的文化事象の分布と対応する訳ではなく、律令国家側による認識で創出
されたという性格を論じる。そして終章において全体をまとめる。 
本論文の結論は、詳細かつ実証的な資料分析と網羅的な集成に立脚するもので、非常に説得力に
富む。当該時代の東北地方の考古学研究に対して、総合的かつ根本的な再検討を提起するものとい
え、その成果は、斯学の発展に寄与するところ多大なるものがある。よって、本論文の提出者は、
博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
